
様式１ 令和７年度　　山梨県立身延学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①　確かな学力の育成
指導の個別化に向けた授業内容と指導方法の工夫・
改善に取り組む。また、ICTの有効活用による新たな
学び、分かる授業を実践する。

各教科の目標に対す
る達成度及び授業ア
ンケート

②　言語活動・読書活動の充実と情報編集力の習得
学びの基盤となる国語力・読解力と表現力の育成に
取り組む。朝読書、図書館の有効活用を通した読書活
動の充実を図る。

学校改善・点検シート
アンケート及び授業ア
ンケート

③　学習習慣の確立
家庭学習の習慣化に向け、学習活動と部活動とのバ
ランスをとる。生徒に身に付けさせたい力を明確にし、
各教科で連携かつ工夫した課題の作成と、学習の個
性化に向けた家庭学習との連動を図る。

適切な学習課題を与
え、継続的に取り組ま
せる。各教科の達成度
と授業アンケート

④　キャリア教育の推進
職業観の育成と全員の進路目標の実現に取り組む。
「ドリームプロジェクト」を基軸とした授業や進路行事の
充実を図る。

的確な進路志望の把
握と進路目標に応じた
学習環境を提供した上
での進路実現の達成
度

①　体験活動等の充実
本校の実情にあった部活動や委員会のあり方の検討
や活動状況の活性化を図る。また、福祉やボランティ
ア活動へ積極的に取り組む。

教員数減に伴う部の
見直し状況と部活動・
委員会活動満足度の
調査

②　教育相談の充実
業務の効率化を推進し、放課後等に生徒相談を行う。
特に、生徒の目線に立った日常の指導やカウンセリン
グの充実を図る。

学校改善・点検シート
アンケート。設定したき
ずなの日を活用

①　全教職員の共通理解、共通指導のもと、基本的な
生活習慣の確立に向けた指導を充実させる。

遅刻や健康観察入力
の状況等

②　道徳教育や人権教育を推進させ、規範意識を醸
成し、頭髪、服装、スマートフォン等の正しい活用方法
を実践する。

年次やスクールライフ
部の記録

①　学校運営協議会において、学校の教育方針を伝
えると同時に、地域の方から多様な意見を反映させ、
信頼される学校づくりに取り組む。

学校運営協議会の開
催回数や、伺った意見
のうち取り入れて改善
した項目数

②　広報活動の充実を図る。特に、魅力的なＨＰや情
報誌の作成を進め、地域・保護者や中学生に学校の
様子を発信・公開する。

ＨＰ更新・情報誌発行
状況

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。
（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

1

剛健の気風と豊かな人間性の育成2

・授業については、概ね良好であると
アンケートで回答を得られているが、
自分自身の学習については、前期よ
りも後期の方が良くなってはいるが、
まだ改善の余地がある。
・図書館の利用、読書の推進には依
然として課題がある。
・授業等でICTを教員が利用したり、生
徒が使用したりする活動は、以前より
も増えている。
・家庭学習を増やすための取組も進
んできているが、ICT等を活用してさら
に学習時間を増やす取組が必要であ
る。
・１年次から将来や社会のことを考
え、探究するような活動を取り入れ、
総合学科発表会では参観者から好評
を得た。
・大学見学等を行い進学について意
識を高めることができた。

・本校の実情にあった取り組みがで
き、関東大会入賞や全国大会出場な
ど実績を残すことができた。
・福祉について授業や講話はあった
が、ボランティア活動への積極的な参
加はなかった。
・悩みを持つ生徒が増えている中で
様々な角度から先生方に対応をして
もらった。

・リメディアル教材の活用により義
務教育時の復習や基礎学力の向上
が見られた。
・ICTの活用は個別最適な学習ツー
ルとして知識・技能の習得に効果的
であり今後も活用を増やしていきた
い。
・ICTの活用は個人差があるので、
各立場で連携をして進めていきた
い。
・図書館の活用を増やすための取り
組みの必要性を感じる。
・家庭学習の習慣化に向けた指導
を今後も検討していく必要がある。
・生徒に身に付けさせたい力を明確
にすることで生徒の取り組みを活性
化していく。
・生徒が探究するような授業展開や
課題等を工夫していく。

・生徒・教員数減の中で、部活動の
活性化のための工夫が必要である
と感じている。
・ボランティア活動等の案内は掲示
しているが、もっと積極的に声かけ
をしていきたい。
・相談体制は整っているが、これか
らも些細なことに気にかけながら生
徒対応をしていく。

・持ち物や授業準備ができていないまま授業が進められ
ている状況がありました。中高で連携して指導していくこ
とが大切だと感じました。
・安全教育については学校長のリーダーシップによりしっ
かりと対応している（くま等）と思いました。
・発表会での生徒たちの落ち着いた態度、礼儀正しい高
校生らしさを感じ、日頃の自律的な態度が堂々とした振
る舞いにつながっていると感じました。
・クマ対応等町と協力して適切にお願いします。
・少ない教員数で十分な生徒指導ができている。

・小学校や地域との連携を増やすとよいと思います。
・HPの更新、古い写真等の削除等最近の子供たちはHPをよく見
るのでHPの充実をお願いします。
・生徒たちの探究活動の成果をもっと地域の方々に知っていただ
く機会があれば学校への信頼はさらに高まると思います。
・中高一貫教育や大学連携事業が教職員に十分理解されていな
いような気がします。
・総合学科発表会のフロア発表は、高校生から中学生に生の声
が伝わるよい機会でした。このような機会が増えるとよいと思い
ます。
・有名な大学など大学進学率を上げれば入学者が増えると思い
ます。
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4

3

4

・丸山校長先生になってから徐々にではあるが着実に成
果を上げていると思います。
・総合学科発表会を見て、1年次から卒業後の進路につ
いて意識させるようなカリキュラムが準備されており、
キャリア教育の環境が整っていると感じました。
・読書活動に関して課題があるようですが、読書活動（朝
読、ビブリオルバトル、ポップ展へ参加など）を学校の特
色として位置づけて取り組んでみてはいかがでしょうか。
生徒自らが読書の良さを実感して知見を広げられるよう
に工夫して取り組んでもらいたい。
・総合学科発表会を拝見して生徒が自ら課題を見つけ一
生懸命に探究活動に取り組む姿に自主性と創造性の育
ちを感じ、大変感動しました。
・これまで以上に体験学習やインターンシップの機会が増
えて良いと思います。
・職業観の育成の際に高度専門職への関心を持たせる
ことも重要だと思います。

・小規模、少人数ではあるが演劇など成果が出ていて素
晴らしいと思います。
・生徒たちの清々しい挨拶から豊かな人間性が育まれて
いることを実感しました。
・地域の企業の協力を得ながら体験活動やボランティア
活動が増えると良いと思います。
・多様な部活動維持のために他校や地域との連携を考え
た方がよいと思います。

生徒一人一人の夢の実現のため、「学び」の学校づくり、活気ある学校づくり、地域に信頼され地域に根ざした学校づくりを推進する。 山梨県立身延学校校長　　　丸山　淳

学校関係者評価

実施日　（令和８年３月１９日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

４　魅力づくりに努め、地域とともにあり、信頼される学校づくりの推
進

評価

年度末評価（令和８年３月１２日現在）

１　自主的創造的な学習態度の育成

２　剛健の気風と豊かな人間性の育成

３　規律節制を守る自律的生活態度の育成

・生徒が学校の内外にかかわらず
積極的にあいさつをする、社会規範
を意識した行動がとれるように指導
していく。
・基本的生活習慣の確立に向け、
保護者との連携をしていく。
・感染症対応等を迅速に行う。
・校則の見直しを行う。

自己評価結果

B

・学校運営協議会の各回の議題や
意見を参考に本校の魅力発信方法
を検討していく。
・ＨＰの更新をタイムリーに行い内
容の見直しも行う。
・中高連携や地域交流をこれまで以
上に広げられるような活動をしてい
く。

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

3
規律節制を守る自律的生活態度の育
成

4
魅力づくりに努め、地域とともにあり、
信頼される学校づくりの推進 B

B

B

・以前に比べると挨拶や服装等学校
の規律を守ることができている生徒が
減っている感じがある。
・講演会・集会を通して、学校生活や
社会における基本的なマナーや規範
意識の向上に務めた。
・毎日の健康観察により、生徒の基本
的生活習慣の把握に努めた。

・学校運営協議会では、本校の課題
について発展的な意見を頂き、解決
の方策について考えることができた。
・ＨＰの充実させるために、各行事に
ついてタイムリーに写真等をUPした。
・中学生向けに本校の教育活動につ
いて、学校通信やHP等で発信するこ
とができた。

自主的創造的な学習態度の育成


